
今金町地域公共交通確保維持改善協議会における地域公共交通確保維持改善事業の概要

平成29年度より利用実績が減少傾向であることから、平成28年度と同
等以上の利用実績を目標とする。

予約バス「ルンるん号」全体の利用者数 3,600人

協議会開催状況

生活交通確保維持改善計画の目標

令和元年12月19日 令和元年度第2回協議会を開催
・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価の
実施について 等
令和2年3月26日 令和元年度第3回協議会を開催
（書面会議）
・次年度事業計画（案）について 等
令和2年6月5日 令和2年度だ1回協議会を開催
（書面会議）
・地域内フィーダー系統確保維持計画について 等
令和2年12月18日 令和2年度2回協議会を開催
（書面会議）
・地域公共交通確保維持改善事業に関する事業評価の
実施について令和２年度事業概要

１

事業実施の目的・必要性

今金町は人口の約2割が75歳以上の高齢者であり、その割合は更に
増加することが予想されるため、現在の自家用車中心の地域交通のま
までは今後日常生活において不便が生じる世帯が増加することが懸念
される。
このため、町内の交通不便地域の解消を図ることを目的として、地域
間幹線系統（函館バス瀬棚線）に接続する地域内フィーダー系統のデマ
ンドバスを運行し、地域の生活交通ネットワークの構築を進めるところで
ある。

予約バス「ルンるん号」【八束・白石地区】【金原・豊田地区】【日進地区（補助対象義）】【田代・稲穂地区】
・運行形態：デマンド型フィーダー路線
・運行事業者：有限会社東ハイヤー
・運行日：平日、土曜日（日曜日・祝日は運休）
・運賃：1回（片道）200円

地域公共交通の現況

・函館バス株式会社（町内1路線）
～国鉄廃止に伴う代替幹線バス路線
・スクールバス
・患者輸送バス



令和２年度事業の実施状況

１）プロセス、創意工夫

○プロセス
・フィーダー路線のエリア選択は、平成２５年度実施の今金町地域交通サービス導入調査及び地理的事情に勘案し決定。
・前年度に実証調査運行を行い、最終的なダイヤを決定。
○創意工夫
・地域住民説明会の開催、町広報紙による周知、運行地区全世帯への時刻表の配布、患者輸送バスに同乗し制度切り替え
の説明等により、住民周知を行った。
・平成３０年４月より、複数名又は団体による一括予約やファックスでの予約を可能とし、より利用しやすい受付体制を整えた。
・令和元年７月より、これまで下車のみであった市街地エリアでも乗車を可能とし、継続して運行を実施した。

２

２）運行系統

八束・白石地区 金原・豊田地区 日進地区 田代・稲穂地区



３

３）利用実績 ４）収入実績



６）目標・効果達成状況

各路線で新型コロナウイルスの影響による利用減が見られ
るものの、昨年から実施している乗車可能エリアの拡大によ
り全体の利用者数は増加し、目標を達成した。

目標：3,600人/年
実績：3,712人/年（103％）

４

７）事業の今後の改善点

・利用者への聞き取り等によりニーズを適切に把握し、ダイ
ヤ設定の見直しなどを検討する。
・広報紙面やチラシの配布等継続した情報発信を行い、利
用促進を図る

・自己評価のとおり、事業は適切に実施されている。
・新型コロナウィルス感染症の影響はあったものの、利用者
数の目標を達成することができた。引き続き利用促進の取
組を継続いただくとともに、新たな目標値を設定するにあた
っては、持続可能な公共交通を維持する観点から、収支率
といった事業効率の改善につながる目標を設定することも
ご検討いただきたい。
・今後も継続的に実施していくためにも、地域公共交通計画を
策定することを強く期待する。

計画通り事業は適切に実施された。

５）事業実施の適切性

８）地方運輸局における二次評価結果


